
［成果情報名］ソーラーシェアリングを摸した恒常的な光制限下におけるチャの生育反応 

［要約］最大８５％までの恒常的な光制限環境下におけるチャの生育は、自然放任幼茶樹

では枝条の徒長により生育量が増加するが、成園では制限強度に応じて収量が減少し、そ

の要因は芽数の減少が大きい。ソーラーシェアリングを模した被覆率５０％の模擬棚下で

は、概ね８０％前後の収量が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

チャは遮光による一時的な光制限に対する反応から、品質向上や独自成分の制御に栽

培上役立てているが、恒常的に制限された環境の中での反応についてはあまり知見がな

い。昔から山間地の茶は品質が良いとされ、その要因として立ち込める朝霧や、昼夜の

寒暖差、寡日照等光環境条件などが考えられるが、このうち光環境について恒常的な条

件における生育反応について明らかにすることにより、被覆栽培への応用や、ソーラー

シェアリングのような茶園における光の多面的活用法の可能性を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1. 間接遮光により前年秋から５０～８５％光制限した自然放任幼茶樹の当年秋までの生

育は、露天条件に比べて枝条長、乾物量ともに制限強度に応じて多い（表１）。 

2. 直接遮光により冬季から５０～８５％光制限した成園における一・二番茶収量は、

制限強度に応じて減少し、その要因は芽数の減少が最も大きい（表２）。  

3. 直接遮光により光制限した成園における３か年の生育経過で枯死、枝枯れなど明らか

な生育阻害は認められないが、一・二番茶収量および芽数は制限強度に応じて年々減

少する（データ省略）。 

4. ソーラーシェアリングを模して地上２.５m の高さで南北方向に等間隔スリット

状に９０㎝幅パネルを配置した（被覆率５０％）模擬棚下における光環境は、太

陽の日周運動により概ね３時間ごとに日照、日陰条件を繰り返し、春季で概ね４

３％、盛夏期では４７％程度制限される（図１、表３）。 

5. 模擬棚下の新芽の葉色の測色値は、わずかながら色相角 h＊値が有意に高まり、

肉眼で確認できるレベルで緑色がやや濃くなる（データ省略）。 

6. 模擬棚下の摘採面温度は冬季の降霜時で露天に比べ２℃程度上昇し、放射冷却抑制効

果が得られる（データ省略）。 

7. 模擬棚下の３か年の各茶品種収量は、いずれも露天に対して低下するが、その程

度は概ね８０％前後である（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1. 本成果は２０１３年～２０１５年にかけての３か年の試験により得られた成果であ

り、さらに永続的に制限した場合の反応は不明ではあるが、恒常的光制限環境での栽

培についての参考資料となる。  

2. 直接遮光による成園への光制限の方法では、被覆資材の物理的影響による収量低下も

要因として考えられる。 

3. 模擬パネル下の雨滴が集中的に垂れ落ちるところでは炭そ病の発生が助長されたた

め、留意が必要。  

4. パネルの支柱や棚に遮光資材を設置し、被覆棚として活用した被覆栽培に応用できる。 




